
内部監査部門のための 
ロボティック・プロセス・オートメーション（RPA） 
活用のポイント 

多くの日本企業では、「働き方改革」にみられる業

務効率化がすすめられる中で RPAの利用が検討

または実施がされています。このレポートでは、 

内部監査部門での RPA 活用のポイントをまとめ 

ました。 
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多くの企業は、デジタルレイバー （仮想知的労働者）といわ

れる次世代のデジタルテクノロジーを使って新しい価値を創出

するための競争を始めている。ロボティック・プロセス・オート

メーション（以下、RPA）とは、デジタルレイバーの一種で、ソフ

トウェアロボットを使用した業務の自動化のことである。これら

のロボットは構成が簡単で、IT の専門知識がなくても、すぐに

手作業の自動化を実現できる。ロボットは、データのコピー・ア

ンド・ペーストや、複数のシステム間でのデータの照合、さらに

は重要な意思決定を含む多くの業務を自動的に実行できるよ

うになる。例えば、RPA は、新入社員への適切なシステムアク

セス権限の設定のような社内でのコミュニケーションだけでは

なく、保険金の支払処理のような外部の取引先が含まれるコ

ミュニケーションにも利用され始めており、今まで以上にダイナ

ミックかつ幅広い環境で利用されるようになってきた。 

RPA が業務に及ぼす影響と優位性を理解することは、次の

観点で重要である。 

-経済的価値の創造 

-労働生産性の高度化 

-品質の向上 

-柔軟な実行力、スピードアップおよび俊敏性の向上 

 

 

PwC では、グローバルでの作業の 45％、人件費の約

2 兆米ドルを自動化できると試算している 1  

多くの組織では、自動化技術の価値を認識しデジタルレイ

バーの利便性を感じることにより、機械学習や人工知能（AI）を

導入することへのきっかけを得るだろう。 

RPA は、内部監査部門にとって、新たな機会と責任の双方

をもたらす存在である。RPAを利用することは、業務プロセスが

自動化され強化されることにつながる。そのため、内部監査部

門は、自動化されたプロセスに対して「信頼されるアドバイ

ザー」となり、ビジネス部門や他部門のリーダーと協力すること

が求められている。また、内部監査部門としては、新しく RPA

の有効性についての評価手法を開発する必要がでてくる。

RPA を導入することによるリスクを理解し、内部統制が適切に

整備され、有効に運用されていることを保証する責任を持つこ

とになる。その反面として、内部統制の評価と被監査部門の監

査対応を自動化することにより付加価値の高い業務に集中す

ることができる機会となる。 

企業での RPAの導入が増加していくにつれて、内部監査部

門は、RPAを採用することによるリスクを理解し、運用や管理方

法を助言していかなくてはならない。 

 

   

1 PwC の試算による 
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RPA のリスクマネジメントと理解を手助けする 

RPA による自動化は、確実にコンプライアンスの順守を向上

させリスクを低減させることができる。実施するべき業務を忘れ

てしまったり、対応が一貫しなかったりする人間とは異なり、ソ

フトウェアロボットには癖や変動がなく常に標準的な方法で業

務を実行する。そのため、高い精度での業務実施が保証され

る。しかしながら、RPAは、適切な内部統制がなく、適切なモニ

タリングが行われていない場合には、リスクとなる。例えば、

RPA の行動は一貫しているため、エラーがあった場合には、

関係する全ての業務プロセスとデータの問題につながる可能

性がある。また、業務プロセスの変更があった場合に、ロボット

に適切な変更が反映されていなければ、誤った業務が行われ

るか、または業務が行われない可能性がある。潜在的な大き

なリスクは他にもある。それは、ロボットへの不正アクセスがあっ

た場合には、不正な処理のためにRPAが利用される可能性で

ある。 

内部監査部門長（Chief Audit Executive、以下 CAE）と内部

監査チームは、RPA がどのような業務で利用されているかを把

握して、関連するリスクがどのカテゴリーに影響するかについ

て、よく検討した上で、リスクプロファイルへの影響を理解する

必要がある（図 1）。RPA に関連する内部統制のガバナンスを

確立することは、効果的なリスク低減につながる。RPA の導入

時に、全社的なガバナンス、リスクマネジメントおよびコンプラ

イアンスを適切に組み込むことで、問題が発生する前に対応

することできる。導入当初から適切に対応することは、関連す

るポリシーや内部統制を後からパッチワークで加えるよりも、効

果的かつ効率的である。 

 

内部監査部門が RPA の導入に早くからに関与するこ

とで、バランスの取れた議論、リスクアセスメント、合意

された全社的なガバナンスのためのフレームワークと

プロセス設計が確実となる 

 

図 1：RPA に係るガバナンスフレームワーク 

 

 

  

・RPA の構成 
・物理的・論理的なセキュ

リティ対策 
・RPA 関連機器の導入・

維持管理 

・RPA など、新テクノロジーに

対する理解 
・RPA 導入の目的・目標 
・RPA 導入におけるリスク認識 
・RPA 導入に係る方針 

・RPA 導入における取締役、 
社長、担当役員の役割・責任 

・RPA 導入における全社組織 
・RPA 導入・利用部門の役割・

責任 

・RPA 導入における影響

度分析／リスク評価プロ

セス 
・RPA 開発・運用プロセ

ス 
・効果測定／モニタリング

プロセス 

・RPA 導入の目的・方針の浸透・定着化 
・RPA 導入に係るリスク認識の醸成 
・RPA 人材の育成 
・高付加価値業務へのシフト 

RPA 
 

 

図１はオリジナル版の図を基に PwC Japanグループにて作成 
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内部統制の自動化と評価、発生する内部的な追加 

タスク  

内部統制は、一貫して同じ動作が何度も繰り返される性質

があり、かつ一定レベルでの文書が存在する。そのため内部

統制に関連する業務は、RPA を使って自動化する業務として

理想的な候補となる。内部監査部門は、RPA のリスクの理解を

サポートするだけではなく、自動化に適する内部統制の識別

を推奨できる立場にある。内部統制に係る業務を自動化する

と、内部監査にも利益をもたらす。新たに自動化されたプロセ

スの有効性を評価するためのテストアプローチを再検討する

必要があるが、自動化された内部統制を評価することは、手動

の統制の評価よりも効率的な評価を行うことができる。 

多くの CAE は、内部統制が適切に運用されていることをより

効率的に評価する方法を探している。内部統制のテストの自

動化がまだ導入されていない場合には、内部統制のテストの

効率化につながる。RPA を大規模に利用している企業では、

内部統制のテストを手動のテストから、自動化された統制のテ

ストに変更することで、多くの内部監査の時間を減らすことが

でき、より優先度の高い監査領域にリソースを集中することが

できる。 

 

 

内部統制のテストの自動化を通じて、内部監査部門

は、サンプリングではなく母集団の全てをテストするこ

とができ、内部統制が適切に整備され有効に運用で

きていることについて、今まで以上に高い心証を得る

ことができる 

内部統制のテストだけではなく、RPA は内部監査の仕組み

を大きく変える可能性がある。例えば、RPA は下記のような業

務の自動化につながる。 

• 未出荷や未納品のような業務が未了となっている項目

の特定、責任者への電子メールの自動送信、締め切り

期日に間に合わない項目のフォローアップ、改善状況

の文書化 

• 年間監査の計画に対する進捗状況の確認と、主要なリ

スク指標の確認とモニタリング 

• 監査委員会に報告するマネジメントレポートのテンプ

レートや内部監査部門のデータ入力など、報告やダッ

シュボード作成の自動化 

• マスタデータファイルのフィールドの完全性や重

複および検証など、システムのデータ品質を評価 

RPA の効果を実現するためには、他のテクノロジーを基盤と

したプロジェクトと同じように、方針を策定した上で実行してい

く必要がある。内部監査部門は、コストを削減し、リスクカバレッ

ジを向上させるためのテクノロジープラットフォームとして、デジ

タルでの効果を活用していく必要がある。これまでの PwCの経

験から、RPA の導入を成功させるためには、下記のようなフ

レームワークの検討が必要である。 

 適切なプロセスを選択し優先順位を付けるための戦略の 

検討 

 ガバナンス 

 開発とテストおよび本番環境への展開 

 適切なインフラストラクチャ 

 新しくデジタルレイバーを管理するためのサポートと運用 

モデル 

正式な戦略とロードマップは、自動化を進めるための持続可

能で変革的な導入プログラムを提供する。適切な業務設計と

提供されるトレーニングは、デジタルレイバーを長期的かつ持

続可能な運用とするために必要不可欠なスキルを内部監査部

門にもたらすことになる。 
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今必要なアクション  

CAE には、内部監査部門における組織への貢献度を高めな

がら、コストを最適化することが求められている。RPA は、生産

性、コスト、リスクカバレッジを大幅に改善させる可能性がある。

RPA の導入計画に積極的に関与し、RPA 導入のための戦略と

ロードマップを構築するためには、内部監査部門がプロアク

ティブに活動し協力していくことが必要である。 

新しいテクノロジーによる新しい波があらゆる業界において混

乱をきたす中で、先見的な監査委員会は RPAについて内部監

査部門に尋ねてくるだろう。しかしながら CAE は、さらにその先

のことを考えておく必要がある。 

 

 

CAE として検討しておきたい問い 

 

 

内部監査の業務プロセスを調査

し、ロボットに置き換えることができ

るタスク（日常的に反復され誰が実

施しても同じ結果となる）を特定で

きているか？ 

業務を単純化することにより自動

化できるプロセスがないか検討で

きているか？ 

RPA の利用状況や RPA の導入の

主導権について理解し、業務部

門や他部門のリーダーと連携で

きているか？ 
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日本企業における RPA 普及に係る示唆 

前ページまでは、PwC メンバーファームが 2017 年 11 月に発行した『Robotic process automation: A primer for internal audit professionals』

の翻訳をご紹介しました。このページでは、日本企業における内部監査部門での RPA 活用を検討する上での示唆をまとめました。 

 

日本企業における RPA 普及の背景 

残業規制など、労働環境に関する議論が本格化し、はや数

年が経過した。その過程で「働き方改革」という言葉が生まれ、

またそれを後押しするかの様に、労働環境に対する世間の目

はより厳しくなってきた。一方で、労働環境を改善したくても、少

子高齢化と労働人口減少に伴う労働力不足によって人材確保

は難しい状況である。また効率化を図るために巨額なシステム

投資を行うことも難しいとなると、さらなる効率化を求めるのは非

常に困難となる。このため、これまでと違ったアプローチとして、

多くの企業が RPA の導入を進めており、内部監査部門もその

動きに合わせた対処が重要となってきている。 

RPA に関して内部監査部門が持つべき視点 

では、RPA へ対処するにあたり、内部監査部門はどのような

視点を持つべきであろうか。RPA の特徴を踏まえると、内部監

査部門は以下の 3 つの視点を持つ必要があると考えられる。 

① 内部監査指摘事項への RPA 活用提言 

内部監査部門は、各部門に対しさまざまな評価を行い、そ

こで検出された不備などを改善事項として指摘する。その

指摘の中には、チェックの強化といったルーティンワークに

関わるもの、また人の判断が伴う高度なものなど、多様なも

のがある。しかしながら前述の通り、人材確保が厳しくシス

テム投資も難しい状況下で、その様な指摘をするのは、内

部監査部門にとって非常に心苦しいものではなかろうか。

もし指摘事項の改善のボトルネックが人材確保であるなら

ば、ルーティンワーク部分は RPA に行わせるなど、RPA 活

用もセットにして改善提案することが重要であり、その視点

を持つことが有効である。 

② RPA の導入・利用の成功へ貢献 

RPA 導入企業においてよくあるのが、どこでどのようなロ

ボットが導入・利用されているのか分からない、いわゆる

“野良ロボ”の問題がある。この“野良ロボ”問題は 2 つの側

面を持っている。1 つ目は、RPA を導入・利用しているもの

の、効果の薄いロボットが存在していること、労働時間を短

縮したものの高付加価値業務への人材シフトが進まないな

ど、当初の目的・目標を得られていないことである。2 つ目

は、重要度が非常に高い業務にロボットを使用しているも

のの、有効な内部統制が整備・運用されていない場合、重

大なインシデントの発生を予防できないこと、適時に発見

できないリスクにさらされている可能性がある。これら2つは

「攻め」と「守り」として相反するものであり、そのバランスを

取るのは非常に難しいものである。内部監査部門は RPA

導入・利用状況を評価し、「攻め」に偏っているなら「守り」

に、「守り」に傾いているのであれば「攻め」に注力するよう

指導するなど、RPA導入・利用の成功に貢献するための視

点を持つ必要がある。 

③ RPA を活用した内部監査の高度化 

RPAを活用した内部監査の高度化も重要なテーマである。

企業のあらゆるものは電子化され、情報はデータとして 

保持されるようになった。RPA はデータ化されていること 

が前提であるため、例えば、J-SOX での検証作業への活

用は有効である。また、CAAT（Computer Assisted Audit 

Techniques：コンピュータ利用監査技法）と RPA を組み合

わせるのも有効である。定型的なツールの操作やデータ

抽出結果と他データとの照合などの中で、定型的な部分

を RPA で自動化できれば、内部監査人はより高度な作業

にフォーカスするなど、監査資源の有効活用を行うことが

できるであろう。この様な内部監査で RPA を活用する視点

も持つ必要がある。 

デジタルトランスフォーメーションと内部監査 

RPA は急速に普及しているが、内部監査部門での利用はま

だ始まったばかりのものである。多くの企業および人々は RPA

を特別なものとして捉えているかもしれないが、RPA の利用は

当たり前のものとなる時代がやってくる。内部監査部門はその

流れを捉え、自組織がその流れに乗れるよう取り組んでいく必

要がある。それは RPA だけでなく、人工知能（AI）などといった

多様なテクノロジーにも通じるものである。 
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【ご参考】 

・RPA 導入・利用におけるリスク管理のポイント/内部監査のポイント 

内部監査にて RPA 導入・利用状況を評価する場合、以下の様な観点で評価を行うことが望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・RPA を活用した内部監査プロセスのイメージ（オフサイトモニタリング）の例示 

以下の様に、データ収集やツールを使った分析や、台帳への記帳、関係者へのメール送信などを、RPA を活用して自動化を図

ることが可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・内部統制の運用評価のデモ（ビデオ） 

下記の URL で公開しているビデオ（内部監査のための RPA）の通り、RPA を活用して、基幹システムにログインをして、必要な証

跡をダウンロードして、決められたサンプル数に応じて、内部統制のテスト調書を作成することができる。 

  https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/video/rpa.html 

戦略 

• RPA に対する経営者の理解 

• RPA 導入目標・目的の明確化、リスク対応方針の明確化 

• 導入・利用状況、効果の把握 など 

組織 

• RPA 導入における責任の所在 

• 全社組織など、会社として一定の管理レベルを達成するための体制 

• 各部門の連携体制 など 

人材 

• RPA 導入目的・目標の浸透・定着化 

• RPA 人材の育成 

• RPA に係るリスク認識の浸透・定着化 など 

プロセス 

• ロボットの利用状況の全体像を把握するプロセス 

• 企画・開発～モニタリングなど、導入・利用に係るプロセス 

• ロボットの重要度・リスク度合いを評価するプロセス など 

システム 

• RPA 製品の評価 

• 導入形態（クライアント型・サーバー型）、設置場所の検討 

• 変更管理、セキュリティ対策、障害対策 など 

データ システム 

第２線 

部門 

第１線 

部門 

第３線 

内部監査 
 

データ 

データ 

収集・分析 

分析結果 

確認 

メール 

通知 

内容確認/ 

確認指示 

内容確認/ 

改善実施 

分析結果の 

台帳管理 
傾向分析 

データ収集から CAAT などを利用した定

型的な分析を自動化 
メール作成の自動化 

台帳への自動記帳 

監査戦略 

見直し 

日次（週次）業務 月次業務 

データ 

凡例 ：人が行う作業 

：RPA が実施できる作業 

https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/video/rpa.htm
https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/video/rpa.html
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